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平
成
二

十
二

年
度
「

智
山
勧
学
会
奨
励

研
究
助
成
（

共
同
）

」

研

究

成
果
報
告

明
恵
上

人

夢
記
の

集
成
・

注
釈
と

密
教
学
的
視
点
か

ら
の

分
析
研
究

は

じ
め

に

研
究
代
表
者

　
小
　

宮
　

俊
　

海

　

本
稿
は
、

平
成
二

十
二

年
度
か

ら
二

ヶ

年
に

わ

た

る

「

智
山

勧
学
会
奨

励
研
究
助
成
（
共

同）
」

を

受
け
た

、

「

明
恵
上

人

夢
記
の

集
成
・

注

釈
と

密
教
学
的
視
点
か

ら

の

分
析
研
究
」

と

題

す
る

共
同
研
究
に
つ

い

て

の

総
括
的
報
告
で

あ
る

。

　

本

共
同
研

究
は

、

鎌
倉
時
代

初
期
の

華
厳
密
教
兼
学
の

学
僧

、

洛
北

高
山
寺
中

興
開
山
で

あ
る

栂
尾

明
恵
上

人
高
弁
（
一
一

七
三

1
＝
】
三

二

X
以

下
、

明
恵）

が

＋
九

歳
か
ら
五

＋
九

歳
に

い

た

る

約
四

＋
年

間
、

そ

の

生

涯
に

わ
た

り
記
し

た

夢
の

記
録
で

あ
る

『

夢
誕
』

に
つ

い

て

集
成
。

注
釈
研
究
を
行

う
も
の

で

あ
る

。

そ
こ

に

記
さ

れ
る

密
教
的
記
述
が
い

か
な
る

も
の

で

あ
る

か

と
い

っ

た

問
題

な
ど
を

視
野
に

入
れ

、

現
在

、

高
山

寺
外
所

蔵
の

「

夢
記
」

の

集
成
・

注

釈
的
分
析

研
究
を
通
し

て
、

『

夢
記
』

の

全

体
像
を

明
ら

か

に

す
る

こ

と

を
目

的
と

し

て

い

る
。

具
体
的
に

は

以

下
の

4
点
を
中
心

に

報
告
す
る

。

1234

研

究
会
が

共
同

研
究
助
成
を

受
け

る

に

い

た

る

経
緯

。

研
究

会
と
し

て

の
二

ヶ

年
の

活
動

報
告

。

研
究
会
と
し

て

の

現

段
階
で
の

共
同

研

究

成
果
と

今
後
の

課
題

。

研
究
分
担
者
に

よ
る

個
人
研
究

。

な
お

、

本
稿
に

お
い

て

は

『

夢
記
』

の

全

体
像
も
し

く
は

、

『

夢
記
』

全
体
の

う
ち
の

大
部

分
と

考
え

ら
れ

る

高
山

寺
所
蔵
『

夢
記
』

に
つ
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1

表
記
す
る
0

い

て

は

4
夢
記
Eo

現
在、

高
山

寺
外
に

所
蔵
さ
れ
て

い

る

特
定
の

「

夢
記
」

も
し

く
は

断
簡
の

「

夢
記
」

を

「
夢
記
」
L

と

便
宜
上
、

研

究
会
が

共
同
研

究
助
成
を

受
け
る

に

い

た

る

経
緯

　

本
　
同
研
究
は
、

『

夢
記
』

も
し
く
は

明

恵
を

専
門

と

す
る

研
究
者
を

中
心
と

し

た

有
志
に

よ

る

明
恵
『

夢
記
』

の

研
究
会
（

以

下
、

夢
記
の

会）

が
こ

の

度
、

「

智
山

勧
学
会
奨
励
研
究
助
成
（
共

同
）

」

を
受
け
た

も

の

で

あ
る

。

研
究
分
担
者
の

構
成
を
以

下
に

示
す

。

・

研
究
代
表
者

　
　
智
山
伝
法
院

・

研

究
分
担
者

　
　
聖
心
女
子

大
学

　
　
　

　
　
　

　

東
大

寺
華
厳
学
研
究
所

　
　
　

　
　
　

　

東
洋
哲
学
研

究

所

　
　
　

　
　
　

　
　

名
古
屋

文
理

大

学

　
　
　

　
　
　

　
　

十
文
字
学
園
女
子
大
学
短
期
大
学
部

　
　
　

　
　
　

　
　

東
京
大
学
大
学
院
博
士

後
期
課
程

夢
記
の

会
の

発
足
は

、

二

〇

〇
一

年
頃
よ

り
、

小
宮
俊
海

奥
田

勲

ジ
ラ
ー

ル
・

フ

レ

デ
リ
ッ

ク

前
川

健
一

小
林
あ
つ

み

平
野
多
恵

立
木
宏
哉

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

平
野
多
恵
・

前
川
健
一

両
名
が

『

夢
記
』

な
ら
び

に

明
恵
の

先
駆
的
研
究

者
と

し
て

知
ら

れ

る

奥
田

勲
の

大
学
研
究
室
に

て

研
究
会
を
始
め

た

こ

と

に

さ

か
の

ぼ

る
。

そ
の

後、

多
く
の

研
究
者
が
関

わ

り
な
が
ら

現
在
ま
で

研
究
を

重

ね
て

き
た

。

稿
者
は

、

二

〇

〇

八

年
頃
よ

り
、

当
時
、

東
京

大
学
仏
教
青

年
会
会
館
に

お
い

て

行
わ
れ

て
い

た

研
究
会
に

参
加
し
た

。

二

〇

一

〇

年
よ

り
智
山

勧
学
会
の

助
成
を

受
け
て

以
来

、

現

在
月
一

度
、

大
正

大
学
真
言
学
智
山
閲
覧
室
に

て

研
究
会
を

行
っ

て

き
た

。
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（

1
）

高
山
寺
所
蔵

『

夢
記
』

と

高
山
寺
外

所
蔵
「

夢
記
」

　
ま

ず
、

『

夢
記
』

を
と

り
ま

く
現
況
を

確
認
し

た
い

。

現
在

、

高
山

寺
所
蔵
の

『

夢
記
』

は

「

高
弁

夢
記
」

と
い

う
名
称
の

も
と

に
、

重

要
文
化
財
の

指

定
を

受
け
て
い

る
。

高
山
寺
所
蔵
『

夢
記
』

は

十
六
篇
か
ら
な

り
、

装

訂
は

統
一

さ
れ
て

い

な
い

。

明
恵
没
後

、

高
山
寺
に

お

い

て

『

夢
記
』

が

ど

の

よ

う
に

継
承
さ

れ

て

い

た

か

に

つ

い

て
、

明
恵
の

孫
弟

子
に

あ
た
る

玄

密
上

人

仁

真
（
】

二
一

七

〜
一

三
〇

三）

が

『

木
秘
本
入
目
六
』

に

次
の

よ

う
に

記
録
し
て

い

る
。

　

　
御
夢
記
皆
自
筆

　

　

　
建
久
九

年
第一
一
年

以

後、

三

巻
各
三

紙、

又
三

紙

建 建 承 建 元 建 正

保 暦 元 永 久 仁 治
六 二 四

一
二 三 二

年 年 年 年 年 年 年

嘉 元 貞 承
禄 仁 応 久

年 年 年 年

雑
御
記
雙
紙
奥
二

有
之

四

巻
四

紙

四

巻
三

紙

造
紙
二

帖

造

紙
二

帖
切
紙

又
二

紙

造
紙
一

帖

又
「

紙

造
紙
冖

帖
大

二

巻
一

紙

建
暦
御

記
ノ

奥一
一

有
之

　

以
上
一

結

造
紙
一

帖
大

二

巻
三

紙、

又

承
久
御
記
ノ

造

紙
ノ

奥一
一

有
之

貞
応
御
記
ノ

奥一一

有
之一
兀

仁
元
年
云
々

一

巻
三

紙
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安
貞一
一

年

　
一

紙

　
　

　
寛
喜
三

年
二

年
マ

テ

　
一

巻
一

紙

　
　

　
又
無

年
号
六

紙
有
之

　
　

　
　
　

　
　
　

　
已

上
一

結

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
2）

　
　

　
右
自
建
久
二

年
至

于
寛
喜
一
一

年
、

都

合
四

十
ヶ

年
之
御
夢
御
日
記

、

皆
自
筆
也、

こ

こ

か

ら
、

明
恵
が

十
九

歳
か

ら

六
十

歳
で

示
寂
す
る

直
前
の

五

十
九

歳
に
い

た

る

ま
で

都
合
四

十
年
の

長
き
に
わ

た
り

記
録
さ
れ
た

『

夢

記
』

が

高
山
寺
に

所
蔵
さ
れ
て

い

た
こ

と

が

わ

か

る
。

ま
た

、

当
時
か

ら

既
に

様
々

な
装
訂
に

よ

り
伝
え
ら

れ
て
い

た

と
さ

れ

る
。

こ

れ

ら

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
3）

を

現
在、

高
山
寺
に

所
蔵
さ
れ
て

い

る

も
の

と

照
合
す
る
と

「

表
1

」

と

な
る

。

大
部
分
は

高
山
寺
に

所
蔵
さ
れ
て
い

る

も
の

の
、

多
く
の

「

夢
記
」

は

高
山

寺
外
に

所
蔵
さ

れ
、

も

し

く
は

未
だ

発
見
さ

れ

て
い

な
い

の

が

現
状
で

あ
る

。

こ

れ

ま
で

の

研
究
を

も
と

に

奥
田

勲
は

『

夢
記
』

の

全

体
像
を

以

下
の

よ

う
に

概

数
を

推
定
し
て

い

る
。

　
　
・

仁
真

当
時
高
山
寺
所
蔵

　
　
五

十
五

篇
　
　
四

〇

〇

〇
行
（

推
定
）

　
　
・

現

在
高
山
寺
所
蔵

　
　
　
　
　

十
六

篇
　
　

＝
一

五

六

行

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
（
4）

　
　

⊥
咼

山
寺
外
所
蔵

　
　

　

　

　

六
五

篇

　
　

＝
二
一
一

六

行

こ

の

よ

う
に

全

体
の

半
分
以

上
は

現
在

、

高
山
寺
外
の

所
蔵
と
な
っ

て

い

る
こ

と

が

わ

か

る
。

以

上
の

よ

う
な

こ

と

か
ら

明
恵

『

夢
記
』

研

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　（
5）

究
に

お
い

て
、

こ

れ

ら

高
山
寺
外
所
蔵
の

「

夢
記
」

を
集
成
し

、

分
析

研
究
を

行
う
こ

と

が
、

『

夢
記
』

の

全

体
像
を

さ

ぐ
る

上

で

の

大
き

な
課

題

と

な
っ

て

い

る
。
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次
に

、

研
究
会
の

活
動
を

報

告
す
る

に

あ
た

り
、

『

夢
記
』

に

関

す
る

先
行
研
究
を

概
観
し

て

お
き
た
い

。

ま

ず、

明

治
期
以

降
、

皐
く

『

夢
記
騙

も
し
く
は

明
恵
の

著
作
に
つ

い

て

翻
刻
研
究
が
行
わ

れ
、

密
要
な
も
の

に
以

下

の

三

点
が
発
表
さ
れ
た

。

・

村
上
素
道

『

栂

尾
山

高
山
寺

明
恵
上

入
』

　一

九
二

九

年
（

『

村
上
素
道
老
師
集
』

三
巻、

二

〇

〇
四

年
再
録）

。

・

東
京
帝

国
大
学
史

料
編
纂
所
『

大
巳
本
史
料
臨

第
五

編
之
七

、

一

九

三

〇

年
。

い

ち

（

2
）

明
恵
『

夢
記
』

に

関
す
る

先
行
研
究

表 1

年号

元

23456789

元

2

元

23

元

2

元

元

234

元

2

元

23

婆

56

元

23

元

2

元

元

2
元

2
元

23

・

久

　

　

　

治

仁

　

久

永

元

　

暦

保

　

　

久

　

応

仁

禄

貞

喜

　

考

建

　

　

　

正

建

　

元

建

承

　

建

建

　

　

承

　

貞

元

嘉

安

寛

　

備

邇暦 年齢

1190　 18

91

本秘記載 の体裁

巻

3

　

　 　 ．

　

1
1

　 　｝・

　
…

1
　 　 　 2

　 　 く

川

銚
）は鑑定 を示す。

　
4
　

　

　

4

ー
｝

紙 　 　魑

高山寺 　 山外

環 存 　現存

3

○

（1）

○

嘆

○ ○上

3
2 OO ○上

（○）

2 2 ○ （○）

111
（○）

（○）

○京

（○）

○京

」 （○） （○）

O 京

1
○

（○）

（○）

ト1（大＞
1

（○）

（○）

（○）

丿 ○ ○

○

1
○

○

3

…
　 ○

3

1

i
　 O

「上」 は上山本、「京」 は 京都国立博物館本 。
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・

奥
田
正

造
『

明
恵
上

人
要
集
』

一

九

三

三

年
。

こ

れ

ら

は
、

明
恵
の

著
作
群
を
初
め

て

本
格
的
に

活

字
化
し
た

も
の

で

あ
り

、

広
く
明
恵
を
紹
介
す
る
こ

と
と

な
っ

た
。

　

そ
の

後
、

第
二

次
大
戦

後
に

な
る

と

『

夢
記
』

を
中
心
に

あ
つ

か

う
研
究
が

多
く
な
さ
れ

て

き
た

。

そ
れ

ら

を
以

下
、

年
代
順
に

お
っ

て

列
記
し
た
い

。

本
報
告
に

特
に

関
わ

る

重
要
な

研
究
は
、

ゴ

シ
ッ

ク

体
で

示
し
て

お

く
。

・

山
田

昭
全

「

明
恵
の

夢
と

「

夢
之
記
」

に
つ

い

て
L

『

金
沢

文
庫
研
究
』

一

七

七

号
、

一

九
七
一

年
。

⊥
咼

山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
『

明
恵
上

人

資
料
』

第一
一
（
高

山
寺
資

料
叢
書、

第
三

冊）
一

九
七

八

年
。

・

奥
田
勲
『

明
恵

遍
歴
と

夢
』

東
京
大

学
出
版
会

、

一

九
七
八

年
。

・

堀
池
春
峰
「

明
恵
上

人
『

夢
の

記
』

に

つ

い

て
」

堀
井
先
生

停
年
退
官
記
念
会
編
『

奈
良
文
化
論
叢
』

一

九

七

六
年

。

⊥
咼

山
寺
典
籍

文
書
綜
合
調
査
団
『

高
山
寺
典
籍
文
書
の

研

究
』

（
高
山

寺
資

料
叢
書
別
巻）
一

九
八

〇

年
。

・

久
保
田

淳

山

口

明
穂
『

明
恵
上
人

集
』

岩
波
文
庫

、

一

九
八
一

年
。

・

ジ

ラ
ー

ル
・

フ

レ

デ

リ
ッ

ク

「

明
恵
上

人
の

『

夢
の

記
』

1
解
釈
の

試
み
」

『

思
想
』

一

九
八

四
年

。

・

榎

本
久
薫

「

明

恵
上

人

夢
記
の

表
記
様
式
に

お

け
る

年
代
的
変

移
に
つ

い

て

！
仮
名
表
記
の

自
立

語
に

よ

る
考
察

l
」

『

鎌

倉
時

代
語
研

究
』

　

第
七

輯、

　一

九
八

四

年
。

・

河

合
隼
雄

『

明
恵

夢
を
生
き
る
』

京

都
松
柏
社

、

一

九

八

七

年
。

（
『

河
合
隼
雄
著
作
集
』

第
九

巻、

岩
波
書
店、

一

九
九
四

年
再
録

。

講
談
社
＋

α

文

　

庫
、

一

九

九
五

年
再
刊）

・

Ω
蠢
「

9

甲
巴
Φ

甑
ρ

§
§
9
ミ

魯
ミ
切

魯
鷺
譜

巉
§
蹟

N

尊
ミ
ミ
鳴

蕁
ミ
亀

ぎ
ミ、

さ
o

ミ
（
自

記
∴

§
）

鳴

こ
鴨

．
ざ

ミ
誌

ミ

譜

恕
吻

丶

ミ
塁
、、

℃
p
民
ω”

　
国

8
δ

国

蠢
昌
o

巴
ω
Φ

q
国
図

霞
Φ

B
 −
○
江
 

旨
」
 

8°

・

ジ

ラ
ー

ル
・

フ

レ

デ

リ
ッ

ク

「

明
恵
上
人
『

夢
記
』

」

『

印
度

学
仏
教
学
研
究
』

第
三

九

巻
、

第
二

号
、

一

九
九
〇

年
。

・

O
Φ
o

饋
Φ

旨

日
p

墨
σ

ρ

冒’

さ
o
鴨

導
鴨

b
鳶
黛

ミ
ぎ
§
ミ胃

国

髯
く
§。

村

α

¢

巳
く

興
の

旨
く

勺

話
ω
ω一
一

Φ
Φ

卜。甲

・

海
山
宏
之

「

明
恵
上
人
の

夢
記
と

夢
の

意
味
」

『

宗
教
研
究
』

三
一

四

号
、

一

九
九
七

年
。
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・

奥
田

勲
「

明
恵
上

人
夢
記
山
外
本
目
録
」

『

明
恵
上
人
資
料
』

第
四

、

一

九
九
八

年
。

・

野

村
卓
美
「

明
恵
と

夢
」

『

日

本
文
学
』

四

八

号
、

一

九
九

九

年
。

．

切

興

8a

閃
p

霞
Φ

．．

ミ
鴇

§
恥

ミ
、
o

竃
ミ

ミ
鴣
筑

ミ

譜
ミ
町

蹴

臘

ミ
、

ミ
§
禽
鴨

しロ

ミ
§
蹄

§、−

中
ぼ
88
口

q
巳
く
Φ

邑
q
勺

冨
ω
ω

b8
ρ

．

荒

木
浩
編

『
〈

心
〉

と
く

外

部
VI

表
現
・

伝
承
・

信
仰
と

明
恵
『

夢
記
』

1
』

大
阪

大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
広
域

文
化

表
現
論
講
座
共
同

研
究

　
研

究
成
果
報
告
書

、

二

〇

〇
二

年
。

．

米

田
真

理
子

「

明

恵

上
人

夢
記

山
外

本

目
録
続

貂

附
・

明
恵
夢

記

参
考

文
献

抄
録
」

『

〈

心
〉

と
〈

外
部
＞

1
表

現
・

伝
承
・

信
仰
と

明
恵

『

夢

　
記
』

1
』

一
一

〇

〇
二

年
。

・

小
林
あ
つ

み

「

「

可
思
之
」

考
L

『

名
古
屋
文
理
短
期
大
学
紀
要
』

第
二

八

号
、

二

〇

〇

四

年
。

・

荒
木

浩
「

明

恵
『

夢
記
』

再
読
ー
そ
の

表
現
の

あ
り
か
た

と
ゆ

く
え

ー
」

『

仏
教

修
法
と
文

学
的

表
現
に

関
す
る

文
献
学
的
考
察
−
夢
記
・

伝
承
・

　
文
学
の

発
生

ー
』

平
成
十
四

〜

十
六

年
度

科
学
研
究
費
補
助
金

塞
盤
研

究
（

cX2

）
〕

研
究
成

果
報
告
書

、

二

〇

〇

五

年
。

　
こ

れ
ら

の

先

行
研

究
の

内

容
に
つ

い

て
、

い

く
つ

か

そ
の

特

徴
を

紹
介
し
た
い

。

　
ま

ず
、

山
田

昭

全
の

研
究
は

、

高
山

寺
外
所
蔵
「

夢
記
」

を

資
料
と

し

て

用
い

考
察
さ

れ

た

も
の

と

し

て

先
駆
的
な
も
の

で

あ
る

。

奥
田

勲
の

研
究
は

、

高
山

寺
典

籍
文
書

調
査

団
と

し

て

高
山
寺

所
蔵
『

夢
記
』

の

調
査
の

際
に

得
ら

れ

た

知
見
に
も
と
づ

き
、

明

恵
の

生

涯
と

『

夢
記
』

に

つ

い

て
な

さ

れ

た

網
羅
的
な

研
究
と

し
て

現
在
も
名
高
い

。

　
そ
し

て
、

久
保
田

淳
・

山
口

明
穂
の

研
究
は
、

明
恵
に

関

す
る

他
著
作
と

共
に

高
山
寺
所
蔵
『

夢
記
』

に

対
し

、

訓
読
文
と

注
を

付
し

た

か

た

ち
で

構
成
さ

れ

て

お

り
、

文
庫
版
と
い

う
体
裁
に

よ

り
広
く
一

般
的
に

普
及
さ

れ
た

。

　
そ
し

て
、

ジ

ラ

ー
ル
・

フ

レ

デ

リ
ッ

ク

は
、

明
恵
に
と
っ

て
の

禅
観
と

夢
と

の

関
わ

り
な

ど

に
つ

い

て

『

夢
記
』

を

中
心
に
考
察
を

し

た
。

ま
た

、

榎
本
久
薫
の

研

究
は

、

国
語
学
的
立

場
か

ら

明
恵
の

『

夢
記
』

に

お
け
る

表
記
法
を

考
察
し

、

そ
の

特
徴
を

明
ら

か

に
し
て

い

る
。

　
河
合
隼
雄
の

研
究
は

、

国

文
学

、

仏
教
学
や
歴

史
学
と

い

っ

た

従
来
の

研
究

分
野
か
ら

で

は

な

く
、

夢
の

分
析
と
い

う
観
点
か
ら

、

深
層

心
理

学
的
に

研
究
が

な
さ
れ
て

お

り、

『

夢
記
』

の

資
料
と

し

て

の

評

価
が
高
ま
る

契
機
と
な
っ

た
。
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さ
ら

に
、

ジ

ラ

ー
ル

・

フ

レ

デ

リ
ッ

ク

が

『

夢
記
』

を

外
国
語
と

し
て

初
め

て

仏
語
に

翻
訳
し

、

海
外
に

紹
介
し
た

。

そ
の

内
容
は
、

日

本
の

学
界
に

お
い

て

も

反
響
を

呼
ん

だ
。

続
い

て
、

ジ
ョ

！

ジ
・

タ

ナ
ベ

が

高
山

寺
所
蔵
『

夢
記
』

な

ら

び

に

『

大
日

本

史
料
』

第
五

篇
之

七

所
収
の

「

夢
記
」

の

英
語
訳
を

し
、

明
恵
の

思

想
に
つ

い

て

の

研
究
を

発
表
し

た
。

ま

た

海
外
の

研
究
者
と

し

て

は
、

ベ

ル

ナ
ー
ル

・

フ

ォ

ー

ル

が
、

仏

教
文
学
研
究
の

立

場
か

ら

『

夢
記
』

に
つ

い

て

の

研
究
を
発
表
し

て

い

る
。

　

そ

し

て
、

海
山

宏
之
の

研
究
は
、

宗
教
学
的
視
点
か

ら

明
恵
の

宗
教
体
験
と

夢
が
い

か

に

関
係
す
る

の

か

に

つ

い

て

論
じ
ら
れ

て

い

る
。

野
村
卓
美
の

研
究
は

、

『

夢
記
』

と

明
恵
の

他
著
作
と

の

関
わ

り
に

つ

い

て

中
心
に

考
察
が

な
さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、

小

林
あ
つ

み
の

研
究

は
、

『

夢
記
』

に

お
い

て
、

明
恵

自

身
が

そ
の

内
容
に
つ

い

て

夢
解
き
を
施

す
際
の

態
度
に
つ

い

て

扱
っ

て

い

る
。

　

荒
木
浩
編
の

研

究
は

、

諸

分
野
の

研
究
者
に

よ

り

『

夢
記
』

に
つ

い

て

初
の

総
合
的
共
同

研
究
で

あ

り
、

『

夢
記
』

に

つ

い

て

の

広
い

知

見
が

示
さ

れ

た

も
の

で

あ
る

。

特
に

荒
木
浩
の

研
究
は

、

日
本
文

学
的

視
点
か

ら

『

夢
記
』

を
分
析
し

、

さ
ら
な
る

『

夢
記
』

研
究
の

可
能

性
を

示
唆
す
る

も
の

と

な
っ

て
い

る
。

　

こ

れ

ら

の

明
恵
『

夢
記
』

研
究
の

基
礎
と

な

る

も
の

と

し
て

、

高
山

寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査

団
の

業
績
を

あ
げ
る

こ

と
が
で

き
る

。

こ

れ

は
、

高
山

寺
所
蔵
『

夢
記
』

の

全
文
に

つ

い

て

影
印
・

翻
刻
を
掲

載
し

、

注
釈
・

研
究
を

加
え

、

索

引
を
付
し
た

か
た

ち
で

構
成
さ

れ

て

お

り
、

高
山

寺
所
蔵
『

夢

記
』

を
初
め

て

網
羅
的
に

研
究
・

刊
行
し

た

も
の

で

あ
る

。

現
在
も
ほ

と

ん
ど

の

研
究
に

お
い

て

第
一

次
資
料
と

し

て

用
い

ら

れ

て

い

る
。

　

そ
の

後
、

奥
田

勲
は

、

高
山

寺
外
所
蔵
「

夢
記
」

の

確
認
さ

れ

た

所
在

、

書
誌
の

詳
細
な
ど

の

情

報
に
つ

い

て

の

目

録
を

作
成
し

た
。

続

い

て
、

米
田
真
理
子
は

、

奥
田
勲
作
成
の

目
録
を

も
と

に
、

さ

ら

に

所

在
が
明
ら
か
に

な
っ

た

も
の

や

新
た

に

検
出
さ

れ
た

「

夢
記
」

を

加

え
て

補
訂
し

、

そ
の

充

実
を

図
っ

た
。

　

こ

れ
ら

以

外
に

も
中

世
国
文
学

、

訓
点
語
学

、

仏
教

史
学

、

仏
教

学

等
の

諸

分
野
で

明
恵
や

『

夢
記
』

を
間
接
的
に

あ
つ

か

う
研
究
等
を

多
数
あ
げ
る

こ

と

が

で

き
る

。

ま
た

、

夢
そ
の

も
の

や

中
世
の

日

記
文
学

、

僧
侶
の

み
た

夢
に
つ

い

て

の

研
究
と

い

う
視

点
で

の

研
究
も

ふ

く
め
る

と

膨
大
で

あ

り
、

こ

こ

で
の

掲
載
は

割
愛
せ

ざ
る

を

得
な
い

。
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（

3
）

共
同
研

究
助

成
以

前
の

研
究
成
果

　
こ

こ

で

は
、

智
山

勧

学
会
よ

り
奨

励
研
究
助
成
を
受

け
る

以
前
の

夢
記
の

会
が

発
表
し

た

共
同

研
究
成
果
と

し
て

三

点
を

紹
介
し
た
い

。

・

小
林
あ
つ

み
・

平

野

多
恵

・

立
木
宏
哉
・

前
川
健
一

・

奥
田

勲
「

「

明
恵

上

人
夢
記
」

目
録
」

『

国

文
』

お

茶
の

水
女
子
大

学
国

語
国
文
学

　

会
、

二

〇
〇
八

年
。

こ

の

目
録
は

、

前
述
の

奥
田
勲
・

米
田

真
理

子

両
氏
が
作
成
し
た

目

録
を
さ
ら
に

網
羅
的
に

補
訂
す
る

も
の

と

し
て
、

基

本
的
に
は

そ
の

収

載
方
法
を

踏
襲
し

て
い

る
。

そ
の

収
載
方

法
と

、

こ

の

目
録
に

収
載
さ

れ
て
い

る

「

夢
記
」

の

数
量
を
示
す
な
ら
ば
、

　

　
第
1
部

年
の

記
載
の

あ
る

も
の

の

年
代
順
（

同

年
は

月
日
順
）

。

　

二

十
［

点

　
八

四

五

行
。

　

　
第
2
部

　
月
日
の

記
載
の

み

あ
る

も
の

の

月
日
順

。

　
　
　
　
　
　

十
七

点
　

　
四

九
二

行
強

。

　

　
第
3
部

　
日
の

記
載
の

み

の

も
の

の

月
日

順
。

　
　
　
　
　
　

　

十
四

点

　
　
一

三

三

行
強

。

　

　
第
4
部

　
年
月

日
の

記
載
全
て

を
欠
く
も
の
（

順
不

同
）

。

　

　

　

十
三

点

　
　
六

八

行
強

。

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
6）

　

　
従
っ

て

第
2
部
〜
第
4
部
内
の

配
列
は

、

成
立
順
序
で
は

な
い

。

こ

の

よ

う
な

収
載
方
法
の

も
と

、

計
六
十
五

点
の

高
山
寺
外
所
蔵
「

夢
記
」

の

所
在
な
ら
び

に

書

誌
情
報
な
ど

の

詳
細
を

収
載
し
て

い

る
。

そ

し

て

こ

の

目
録
を
も
と

に
、

収
載
さ
れ
て
い

る

「

夢
記
」

の

訳
注
研
究
を
行
い

、

過
去
に

以
下
の

二

点
の

研
究
成
果
を
み

る

こ

と

が

で

き

る
。

・

平
野
多
恵
・

小
林
あ
つ

み
・

奥
田

勲
「

「

明
恵
上
人

夢
記
」

新
出
資
料
紹
介
」

『

十
文
字
国

文
』

第
一

五

号、

二

〇
〇

九

年
。

・

平
野
多
恵
・

前
川
健
一

「

建
久
十
年
四

月
十
八

日
条
「

明
恵
上
人
夢
記
」

翻
刻
と
注
釈
」

『

十
文
字
国
文
』

第
一

六

号、

二

〇
一

〇

年
。

以
上

、

夢
記
の

会
は
、

高
山
寺
外
所
蔵

「

夢
記
」

に

つ

い

て

の

目
録
を
作
成
し

、

こ

の

目
録
収

載
の

「

夢
記
」

に
つ

い

て

の

訳
注

研
究
を
行

い
、

発

表
を
順

次
重
ね

て

い

る
。

こ

れ

ら

の

研
究
の

蓄
積
は

、

今
後

、

高
山

寺
所
蔵
『

夢
記
』

と

合
わ
せ

て

再

構
成
す
る

こ

と

に

よ

り
、

『

夢
記
』

の

全

体
像
を

明
ら
か
に

す
る
こ

と

に

繋
が

る

と

考
え
ら

れ
て

い

る
。
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2

研
究
会
と

し

て

の

二

ヶ

年
の

活
動
報
告

（

1
）

高
山
寺
外
所
蔵

「

夢
記
」

の

現
地
調
査

　
夢
記
の

会
で

は
、

月
一

度
の

定
例
の

研
究
会
に

お
い

て
、

「

「

明
恵
上
人

夢
記
」

目

録
L

に

も
と
づ

き
、

高
山

寺
外
所
蔵
「

夢
記
」

に

対
し

、

【

翻
刻
】

・
【

訓
読】
・

【

語
釈
】

・
【

現
代
語
訳
】

宀

考
察
】

を

作
成
す
る

作
業
を
行
っ

て
い

る
。

そ

れ

ら
の

成
果
は

順

次、

前
述
の

よ

う
に
研
究
発
表

を
行
っ

て

き
た

。

ま
た

、

同

時
に

現
在

、

高
山
寺
外
に

所
蔵
さ
れ

て
い

る

「

夢
記
」

の

所
在
情
報
の

収

集
・

集
成
を
行
っ

て

お
り

、

そ

れ
ら

「

夢
記
」

の

現
地

調
査
も

行
っ

て

い

る
。

共
同

研
究
助
成
を

受
け
た
二

ヶ

年
中
に

は
、

以
下
の

よ

う
に

、

二

度
の

現
地

調
査
を
行
っ

た
。

・

個
人
蔵
「

夢
記
」

於

香
雪
美

術
館
〔
兵
庫
県
神
戸
市）

調
査

　
二

〇
一

〇

年
十
二

月

十
一

日

実
施

　
参
加
者
一

奥
田

勲
・

荒
木
浩
（

日
文
研）
・

小
林
あ
つ
み
・

平
野
多
恵
・

立

木
宏
哉
・

小
宮
俊

海

・

古
美
術
祥
雲
（
東
京
都
中
央
区∀

所
蔵

「

夢
記
」

調
査

　一
一

〇
一

「

年
二

月
二

十
七

日

実
施

　
参
加
者
冖

奥
田

勲
・

荒
木
浩
（

日
文
研）
・

前
川
健
一

・

小
林
あ
つ

み
・

平
野
多
恵
・

立

木
宏
哉

・

小
宮

俊
海

こ

れ
ら
二

度
の

現
地
調
査
を
も
と

に

翻
刻
・

訳
注

研
究
を
行
い

、

成
果

発

表
を

行
う
準
備
を
行
っ

て
い

る
。

（

2
）

外
部
研
究
機

関
と

の

合
同
研
究
会

　
続
い

て
、

夢
記
の

会
の

活
動
報
告
と

し

て
、

以
下
の

外
部
研
究
機
関

と
の

合
同
研

究
会
を
開
催
し
た

。

・

国

際
日
本
文

化
研
究
セ

ン

タ
ー

共

同
研
究

「

夢
と
表

象
i
メ

デ
ィ

ア
・

歴

史
・

文
化
1

」

研
究
代
表
冖

荒
木
浩

、

　
回

共
同
研
究
会

、

一
一

〇
一

［

年
十一
一

月
三

日
・

四

日
、

於
東
京
大
学
山
上

会
館

。

そ
の

中
で

、

夢
記
の

会
よ

り
以
下
の

二

名
が

口

頭
に
よ

り
研
究
発

表
な

ら
び
に

講
演
を
行
っ

た
。

・

研

究
発
表

　
小
林
あ

つ
み

「

「

明
恵
上

人
夢
記
」

目
録
作
成
を

通
し

て
」

平

成
二

十
三

年
度
・

第
四
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・

研
究
講
演

　
奥
田

勲

　
　
「

明
恵
上

人
夢
記
を

め

ぐ
っ

て

1
何
を

書
き、

何
を
書
か

な
か

っ

た

か

ー
」

こ

の

合
同
研
究
会
は

、

前
述
の

先
行
研
究
で

も
取
り
上

げ
た

荒
木

浩
が

国
際
日

本
文
化
研
究
セ

ン

タ

ー

に

て

行
っ

て
い

る

共
同

研
究
と
タ

イ

ア

ッ

プ

す
る

形
で

行
わ
れ
た

。

共
同
研
究

「

夢
と

表
象
ー
メ

デ

ィ

ア
・

歴

史
・

文
化
1

」

は
、

明
恵
も
し

く
は

、

『

夢
記
』

に

限

ら

ず
広
く

他
分

野
の

研
究
者
に

よ

り

構
成
さ

れ

て

い

る

が
、

そ
の

中
で

も
や

は

り
、

明
恵
『

夢
記
』

は

重
要
な

資
料
と

し

て

捉
え
ら
れ
て

お

り
、

夢
記
の

会

に

と
っ

て

も
貴
重
な

学
際
的
交
流
の

場
と

し

て

意
義
深
い

も
の

と
な
っ

た
。

　

　
　
　
　

　
3
　
研
究
会
と
し

て

の

現
段
階
で

の

共
同

研
究
成
果
と

今
後
の

課
題

　
さ
て

、

夢
記
の

会
が

共
同
研
究
助
成
を

受
け
た
二

ヶ

年
の

問

の

研
究
成
果
と
、

そ
こ

か

ら
新
た

に

見
出
さ

れ

た

今
後
の

課
題

を

提
示
し

た

い
。

　
ま
ず

、

継
続
的
に

な
さ

れ

て

い

る

高
山
寺
外
所
蔵
「

夢
記
」

の

注
釈
研
究
と

し
て
、

以
下
の

も
の

が

発
表
さ

れ

て

い

る
。

・

平
野
多
恵
・

前
川

健
一

「

奈
良
国
立
博
物
館
蔵

「

明
恵
上
人

夢
記
」

翻
刻
と

注

釈
」

『

十
文
字
国
文
』

第
一

七

号
、

一
一

〇
一

一

年
。

こ

れ
は

、

前
述
の

研
究
活

動
の
一

環
で

あ
る

が
、

続
い

て

あ

げ
る

の

は
、

今
回

の

共
同
研

究
助

成
に

お
い

て

飛
躍
的
に

研
究
の

進
展
し

た

「

夢
記
」

で

あ
る

。

　

　｝
鬩

鬮
　
1．

某
年
正

月
七

日
よ

り

三

十
日
夢
記

　

　
［

年
月
日

］

正

月
七
日
・

十
日
・

十
二

日
・

十
四

日
・

十
六

日
・

二

十
九
日
・

三

十
日

［

体
裁
・

行
数
］

一

一

八

行
［

自
称
］

成
弁
［

人
名
］

中

　

　
納
言
阿

闍

梨
、

定
意
沙
門

、

解
脱
房

、

崎
山

御
前

、

糸
野

御
前

、

兵
衞
尉

、

上

人

御
房

、

崎
山
小
若
御
前
［

要
語
］

大
明
神

、

高
尾

、

笠

　

　
置

、

尺

迦

如
来

、

安
田
家

、

麒
麟、

紀
州、

地

獄
絵
［

挿
絵
］

無
［

備
考
］

田
中

親
美
模
写

「

古

筆
墨
蹟

写
本
」

に

よ

る
（

末
尾
に

「

明
治
三

　

　
＋
三

年
九

月
十
日

観
智
院
」

と

あ
り

。

）

原
本
は

建

仁
頃
か

。

『

重
美

認
定
目

録
』

に

中

村
貫
之

助
氏

所
蔵

「

夢
記
」

（
一

月
七
日

云
々

二

幅
の

　

　
　
　
　
（

7）

　

　
記
載
あ
り

。

こ

の

「

夢
記
」

は
、

＝

八

行
と

高
山
寺
外
所
蔵
「

夢
記
」

の

中
で

も
、

陽
明
文
庫
所
蔵
本

、

京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
本
に

次

ぐ
大
部
の

も
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の

で
、

明

治
三

十
三

年
当
時

、

東
寺
観
智
院
（
京
都
市）

に

所
蔵
さ
れ
て

い

た

こ

と

が

判

明
し

て

い

る
。

長
く
田
中

親
美
の

模
写

本
か

ら
そ

の

内
容
が

知
ら
れ

て

い

た

も
の

が
、

こ

の

度
、

夢
記
の

会
が
、

香
雪

美
術
館
で

行
っ

た

調
査
に

よ

り、

個
人

蔵
「

夢
記
」

に
該

当
す
る

の

で

は

な
い

か

と

考
え
ら

れ
て

い

る
。

以
下
に

そ
の

書

誌
情
報
を

掲
載
す

る

な
ら
ば

、

【

書
誌
】

［

装
訂
］

巻
子
本
」

巻
。

巻
軸、

象
牙
製

、

径
一

、

九

糎
。

楮
紙
打
紙

。

別

表
紙

。

表
紙、

竜
田

川
。

表
紙

見
返
し
、

金

泥
彩
色

、

垣
に

梅
。

［

紙
数
］

全

九
紙

。

墨

付
八

紙
。

［

法
旦

呂

表

紙、

縦
二

七
、

五

糎
、

幅
二

一
、

六

糎
。

第
一

紙
、

縦
二

七
、

六

糎
（
本
紙
二

七
、

二

糎、

裏
打
○、

四
糎
）

、

幅
二

六
、

五

糎
。

第
二

　

　
　
紙

、

縦
二

七
、

四

糎
（
本
紙
二

七

糎
、

裏
打
○
、

四
糎
V

、

幅
三
】

、

八

糎
。

第
三

紙、

幅
四
〇

、

九
糎

。

第
四

紙
、

二

八
、

七

糎
。

第
五

　

　
　
紙

、

縦
二

七
、

五

糎
（

本
紙
二

七
、

二

糎
、

裏
打
ち
○
、

三

糎
）

、

幅
一

二
、

　一

糎
。

第
⊥

ハ

紙、

幅
一

〇
、

九

糎
。

第
七

紙、

四

九
、

八

糎
。

　

　
　
第
八

紙
、

幅
四

〇
、

二

糎
。

第
九

紙
、

縦
二

七
、

五

糎
、

幅

＝
二

、

一

糎
。

［

外
題
］

［

首
題
］

［

尾

題
］

［

印
記
］

［

奥
書
］

無
し

。

［

備
考
］

第
一

、

二
、

五

紙
に

裏
打
ち
あ
り

。

第
五

紙
は

他
紙
と

紙
色
が
異
な
る

。

第
一

紙
に

虫
損

多
し

。

第
六
〜

八

紙
に

も
虫

損
あ
り

。

虫

　

　
　
損
が
第
六

〜
八

紙
に

順
に

大
き
く
な
る

こ

と

か

ら
。

か
つ

て

第
八

紙
が

表
に

な
っ

て
い

た

と

推
測
さ
れ

る
。

第
九

紙
墨

付
な
し

。

こ

の

「

夢
記
」

に

対
し

、

こ

の

度、

全

＝
八

行
に

【

解
説】
・

【

翻

刻
】

・
【

訓

読
】

・
【

語
釈
】

・
【

現
代
語
訳
】

・
【

考
察
】

を

作
成
し

、

訳
注

研
究
を

行
っ

た
。

現
在
は

、

刊
行
に

向
け
て

所
蔵
者
に

対
し

、

許
可
申
請
段
階
に

あ
り

、

全
文
を
発

表
す
る

準
備
を

進
め

て
い

る
。

　
以

上

の

よ

う
に

、

『

夢
記
』

研
究
に

お
い

て

重

要
な
資
料
に

対
し

、

順

次
、

訳
注
研

究
を

進
め

て
い

る
。

そ

の

な
か
で

、

高
山
寺

外
所
蔵

「

夢
記
」

の

調
査
・

閲
覧
・

研

究
・

刊
行
に

は
、

所
蔵
者
に

対

す
る

許
可
申
請
の

手
続
き
を
一

つ

一

つ

的

確
に

進
め

て

い

く
こ

と

が
重

要
で

あ
る

。
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こ

こ

で

は
、

研
究
分
担
者
が
二

ヶ

年
の

間
に

共
同
研
究
助
成
の
一

部
と

し

て

行
っ

た

明
恵
な
ら
び

に

『

夢
記
』

に

関
す
る

個
人
研
究
を

提

示
す
る

。

　

ま
ず

、

著
作
の

刊
行
と

し

て
、

前
川

健
一

の

研
究
が
あ
る

。

・

前
川
健
一

『

明

恵
の

思
想
史
的
研

究
−
思
想
構
造
と
諸
実
践
の

展
開

1
』

法
蔵
館

、

二

〇
一

「

年
。

前
川
健
一

の

研
究
は

、

明
恵
の

思
想
に
つ

い

て

仏
教
学
的
に

研
究
さ
れ
て

お

り、

二

〇

〇
二

年
に

東
京
大

学
大
学
院
に

提
出
さ

れ

た

博
士

論

文
に

加
筆
・

修
正
を
加
え

、

刊
行
さ

れ

た

も
の

で

あ
る

。

　

続
い

て
、

共
同
研
究
の
一

部
と

し

て

発
表
さ
れ

た

個
人
論
文
な
ら
び
に

口

頭

発
表
を

列
記
す
る

。

ま

ず、

智
山

勧
学
会
に

関
係
す
る

も
の

を

あ
げ
る

と
、

ま
ず
二

〇
一

〇

年
〜

二

〇
一

二

年
の

第
五

十
四

回

〜

第
五

十
六
回

ま
で

の

三

度
の

智
山
教

学
大
会
に

お
い

て

研
究
発
表
が

な

さ

れ
、

そ
れ

ら
は

『

智
山
学
報
』

第
六
〇

輯
〜
第
六
十
二

輯
に

収
め
ら
れ

て
い

る
。

※

二

〇
一

〇

年
五

月
二

十一
一

日
、

第
五

十
四

回
智
山
教
学
大
会

、

於
愛
宕
別
院
真
福
寺
の

ロ

頭
発
表

※

『

智
山
学
報
」

第
六

十
輯
所
収

・

前
川
健
【

「

明
恵
（

高
弁
）

の

羅

漢
信
仰
に
つ

い

て
1

新
出

『

夢
記
』

を
中

心
と
し

て

ー
」

（
当
論
文
は
、

前
述
の

著
作
に

再
録
さ
れ
て

い

る
。

）

・

小
宮
俊
海
「

明
恵
の

即
身
成
仏
観
に

つ

い

て
1
明
恵
門
下
聞

書
類
を
手

掛
か

り

と

し

て

ー
」

（
「

明
恵
の

真
言
密
教
観
に
つ

い

て
」

と
し
て

口

頭

発
表

。

）

※

二

〇
一
一

年
五

月一
一

十
一

日、

第
五

十
五

回
智
山
教
学
大
会

、

於
愛
宕
別
院
真
福
寺
の

ロ

頭
発
表

※

『

智
山
学
報
」

第
六

十
一

輯
所
収

・

奥
田

勲
「

明
恵
上

人
夢
記
研
究
の

現
況
と
問
題
点
」

・

前
川

健
一

「

文
覚
の

没
年
に

つ

い

て
一

明
恵
関
連
資
料
か

ら

の

再
検
討
」

（

当
発

表
の

内
容
は、

前
述
の

著
作
に

収
め
ら

れ

て
い

る
。

）

・

小
宮

俊
海
「

『

真
俗
雑

記
問
答
鈔
』

に

お

け

る

「

栂
尾

義
」

に
つ

い

て
ー

「

我
見
自
心
形
如
月
輪
」

解
釈
を

中
心
に

ー
」

※
一
一

〇

＝
一

年
五

月
十
九

日、

第
五

十
六

回
智
山
教
学
大
会

、

於
愛

宕
別
院
真

福
寺
の

口

頭
発
表

※

「

智
山

学
報
』

第
六

十一
一

輯
所
収
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・

前
川
健
一

「

明
恵
の

『

菩
提
心

論
』

理

解

1
『

納
涼
房
談
義
記
』

を
中
心
に
」

・

立
木
宏
哉

「

明
恵
『

夢
記
』

に

お

け

る

配
列
と

行
法
」

（
ロ

頭
発
表

。

）

・

小
宮
俊

海
「

明
恵
上
人
『

夢
記
』

に

お

け

る

密
教
的
既
述
に

つ

い

て
」

（
口

頭
発
表

、

内
容
は
本
稿
と
同
意
趣
で

あ
る

。

）

　
ま
た

、

智
山

勧
学
会
関
係
の

み

な
ら

ず、

共
同
研
究
の
一

部
と

し
て
立

木
宏
哉
は

以

下
の

『

夢
記
』

に

関

す
る

研

究
を

発
表
し

て

い

る
。

・

立
木
宏

哉
「

明
恵
『

夢
記
』

高
山
寺
本
第
八

篇
考
−
形
態
と
構
成
か

ら

ー
」

『

国
語
と

国

文

学
』

一
一

〇
一
一

年
。

そ
し

て
、

奥
田
勲
は

以
下
の

講
演
を

数
え
る
こ

と
が

で

き
る

。

・

奥
田

勲

「

明
恵
上
人
夢
記
と

は

何
か
」

二

〇
一

一

年
十
一

月
十
八

日、

コ

ロ

ン

ビ

ア

大
学

三
ユ

ー

ヨ

ー

ク）

東
ア

ジ
ア

学

部
レ

ク

チ
ュ

ア
。

以
上
の

よ

う
に

、

智
山
勧
学
会
関
係
の

み

な
ら

ず
、

他
の

研
究
発

表
の

場
に

お
い

て

も
本
共
同
研
究
の

成
果
に

も
と
つ

く

研
究

成
果
が
発

表

さ

れ

て

い

る
。

お

わ

り
に

　
以

上
、

平
成
二

十
二

年
度
か

ら
二

ヶ

年
に
わ

た

る

「

智
山

勧
学
会

奨
励

研
究
助
成
（
共
同
）

」

と

し

て

の
、

「

明
恵
上
人

夢
記
の

集
成
・

注

釈
と

密
教

学
的
視
点
か
ら
の

分
析
研
究
」

と

題
す
る

共
同
研
究
の

総

括
的

報
告
を
し
て

き
た

。

本

研
究
は
、

明
恵

『

夢
記
』

の

全

体
像
を
明

ら

か

に

す
る
こ

と

を
目

的
と

す
る

も
の

で

あ
る

。

そ
れ
ら
は

、

『

夢
記
』

ま
た
は

明
恵
を

専
門
と

す
る

研
究

者
が

集
い

、

明
恵

『

夢
記
』

を

分
析
研
究
す
る

夢
記
の

会
の

長
期
的
な

研
究
が

基
礎
と

な
っ

て

い

る
。

そ
の

活
動
は

研
究
分
担
者
の

個
人
研

究
は

も
と

よ

り
、

現
在

、

高
山

寺
外
に

所
蔵
さ
れ
て

い

る

「

夢
記
」

の

所
在
情
報
の

収
集
に

は

じ

ま

り
、

そ
れ
ら
資
料
を

集
成
し

、

翻
刻
・

注
釈
を
順
次

、

作
成

す
る

も
の

で

あ
る

。

そ

の

た

め

に

現

地

調
査
を

行
い

、

輪

読
作

業
の

研

究
会
を

重
ね

、

研
究
成

果
と

し

て

紹
介
し
て
い

る
。

す
で

に亠
咼

山

寺
外
所
蔵

「

夢
記
」

の

な
か

で

も

比
較
的

大

部
な
上
山

勘
太
郎

氏
所
蔵
本
〔

＝

二

行
）

、

京

都
国
立

博
物
館

所
蔵
本
（
二

〇

〇

行）
、

陽
明

文
庫
所

蔵
本
（
二

〇

五

行
）

に

対
す
る

注
釈
研
究
は

終
了
し
て

お

り
、

こ

の

度
、

「

智
山
勧
学
会
奨
励
研
究
助
成
（
共
同
ご

を

受
け
、

さ

ら
に

香
雪
美
術

館
に

て

調

査
し

た

個
人

蔵
本
（

二

八

行）
、

神
田

喜
一

郎
氏
旧
蔵
本
（

七

六
行）

の

研
究
を

す
る
こ

と

が

で

き
た

。

こ

の

他
に

も
、

断
簡
の

「

夢

記
」

に

つ
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い

て

の

研
究
を

加
え
る
と

多
く
の

研
究
成
果
を
数
え
る

こ

と

が

で

き
る

。

こ

れ
ら
は

、

現
在

、

刊
行
・

出
版
に

む
け
た

作
業
を
進
め

て

い

る
。

　

以

上

の

研

究

活
動
か

ら
、

そ

の

成
果
を

重
ね
る

こ

と
は

、

『

夢
記
』

と
い

う
テ

キ

ス

ト

の

内

容
理

解
は

も
と

よ

り
、

生
涯
に

わ

た

り
夢
を

記
録
し

た

明
恵
と
い

う
人
間
像
を
よ

り
鮮
明
に

捉
え
る

こ

と

を
可

能
と
す
る

も
の

で

あ
る

。

常
に

自
ら

が

お

か

れ

る

環
境
と

自
己

の

内
省
を

凝
視
し

、

当
時
の

貴
顕

、

仏
教

界
の

聖
俗
共
に

深
い

関
わ

り
を
も
つ

明
恵
の

実
体
を

解

明
す
る
こ

と

は
、

鎌
倉
時
代
を
生

き
た

著
名
な

僧
と

し

て

だ

け
で

な
く

、

中
世
日

本
と
い

う
時
代
を

生

き
た

人
間
の

生
々

し
さ
を

あ
り
あ
り
と

垣

間
見
る
こ

と

が
で

き
る
で

あ
ろ

う
。

註
（

1
）

　
『

夢
記
』

の

表
記
に
つ

い

て
は

、

『

夢
之
記
』

や

『

夢
の

記
』

『

御

夢
御
日

記
』

『

高
弁

夢
記
』

「

夢
記
」

「

明
恵
上
人

夢
記
」

等
、

研
究
者
の

中
で

　
　
も
厳
格
に

統
一

さ

れ
て
い

な
い

。

そ

れ

は
、

『

夢
記
』

が
断
簡
と
し
て

そ
の

多
く
が

高
山

寺
外
に

伝
存
し

て
い

る

資
料
的
性

質
に

よ

る

と

考
え
ら

　
　
れ

る
。

本
稿
は
、

荒
木
浩
の

以
下
の

指
摘
を

参
考
に
し
て
い

る
。

「

以
下
明
恵
の

夢
の

記
録
で

あ
る

夢
記
総
体
を
い

う
と

き
は

『

夢
記
』

と
い

い
、

　
　
一

回

的
な

明
恵
の

夢
の

記
録
単
体
と

し

て

は
時
に

「

夢
記
」

と

表
記
し

、

一

般

的
な

夢
の

記
録
を
呼
ぶ

と

き
は
、

「

夢
の

記
」

と

す
る

な

ど
、

一

　
　
応
表
記
を
区
別
す
る

。

L

荒
木

浩
「

明

恵
『

夢
記
』

再
読
1
そ
の

表
現
の

あ
り
か
た

と
ゆ

く
え

ー
」

注
（
4X

『

仏

教
修
法
と

文
学
的
表
現
に

関
す

　
　
る

文
献
学
的
考
察
−

夢
記
・

伝
承
・

文
学
の

発
生
1

』

二

〇

〇

五

年
、

三
〇
頁

。

）

（
2

＞

　
高
山

寺
資
料
叢
書
『

高
山
寺
古
文
書
』

五
二

頁
、

四
四

「

僧
高

弁
所
持
聖
教
等
目
録
」

。

（
3

）

　
奥

田
勲
『

明
恵

遍
歴
と
茜

ご

一

九
八

七

年、

東
京

大
学
出
版
会

、

一

二

四

頁
な
ら
び

に、

奥
田

勲
「

明
恵
上
人
の

夢
記
と

夢
に
つ

い

て
」

『

明

　
　
恵
上
人

資
料
』

第
二
、

一

九

七

八

年、

二

二

五

頁
所
収
の

表
を
私
に

校
合
し
た
も
の

で

あ
る

。

（

4
）

　
奥
田

勲
「

明
恵
上

人

夢
記
を

め

ぐ
っ

て

1
何
を
書
き

、

何
を
書
か
な
か
っ

た
か

ー
」

国
際
日

本
文
化
研
究
セ

ン

タ

ー

共

同
研

究
「

夢
と

表
象
ー

　
　
メ

デ
ィ

ア
・

歴

史
・

文
化

　
」

二

〇
一
一

年
十
二

月
四
日

、

研
究
講
演

、

配

布
資
料

。

（

5
）

　
高

山
寺
外
所

蔵
の

「

夢
記
」

に

対
す
る

呼
称
に
つ

い

て

は
、

こ

れ

ま
で

、

高
山

寺
所

蔵
『

夢
記
』

を

「

高
山

寺
本
」

と

称
す
る

の

に

対
し

、

　
　

「

山

外
本
」

と
通

称
さ
れ

て

き
た

。

（

奥
田
勲
「

明
恵
上

人

夢
記
山

外
本
目

録
」

『

明
恵
上
人

資
料
』

第
四

、

一

九
九
八

年
）

し
か
し

、

既
述
の

仁
真

　
　
説
な
ど
に

よ

り
元
来
は

高
山
寺
に

所
蔵
さ
れ

て

い

た

と
い

う
観
点
か
ら

「

（
高
山
寺）

旧

蔵
本
」

と

す
る

見
解
も
あ
る

。

ま
た

、

米
田
真
理

子
の

指
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摘
に

よ

る

と
、

明
恵
が
高
弁
と

名
乗
る

よ

う
に

な
っ

た
以

後
、

弟
子
を
は
じ
め

と

す
る

第
三

者
へ

消
息
な

ど
に

夢
を
書
き
付
け
て

贈
っ

て
い

た

事

　

実
か

ら
、

当
初
よ

り
高
山
寺
に

所

蔵
さ

れ
て
い

な
か
っ

た

も
の

も
存

在
す
る

可

能
性
が

あ
る

。

（

米
田
真
理
子

「

高
山

寺
所
蔵

夢
記
を

め

ぐ
る
二

　
　
つ

の

考
察
−
署
名
の

あ
る

夢
記

、

明
恵
と

長
房
の

周
辺

l
」

『
〈

心
V

と
〈

外
部
＞

1
表
現
・

伝
承
・

信

仰
と
明

恵
『

夢
記
』

1
』

二

〇
〇
二

年
）

個
々

　
　
の

「

夢
記
」

の

性
質
や

『

夢
記
』

の

全

体
像
を

論
ず
る

上
で

、

今
後
も

議
論
さ

れ

る
べ

き

問
題
と
い

え
る

。

（
6
）

　
小
林
あ
つ

み
・

平
野

多
恵
・

立
木
宏
哉
・

前
川
健
一

・

奥
田

勲
「

「

明
恵
上

人
夢
記
」

目

録
」

『

国
文
』

お

茶
の

水
女
子
大
学
国

語
国
文

学
会

、

　
　
二

〇

〇
八

年
、

九
三
（

二
）

頁、
・

凡
例

　
1
。

（
7
）

　
小
林
あ
つ

み

他

「

「

明
恵
上

人

夢
記
」

目

録
L

『

国
文
』

二

〇

〇

八

年
、

八

三
（

＝
二
）

頁
。
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〔

付
記〕

　
本
稿
は

、

平
成
二

十
二

年
度
「

智
山

勧
学
会
奨
励
研
究
助
成
（

共
同
）

」

ー
「

明
恵
上

人
夢
記
の

集
成
・

注
釈
と

密
教
学
的
視
点
か
ら
の

分
析
研
究
」

1
の

二

ヶ

年
に

お
け
る

共
同
研
究
成
果

報
告
で

あ
る

。

研
究
助
成
を

受
け
る

に

あ
た

り
智
山

勧
学
会
の

諸
先
生

方
に

は

格
別
な
御
理
解
を
頂
い

た
。

ま

た
、

福
田
亮
成
理
事
長

、

本

多
隆
仁
前
運

営
委
員
会
長

、

元

山
公
寿
運

営
委
員
会
長
な
ら

び
に

智
山

勧
学
会
事
務
局
齊
藤
啓
文
師
に

は

特
に

御
尽
力
を

頂
い

た

こ

と

を

記
し
て

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
る

次
第
で

あ
る

。

184

ハ

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

智
山

、

明
恵

、

高
弁

、
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